
                   

開催日時 ： 2022 年 9 月 24 日（土） 13：30～18:50 

開催場所 ： オンライン会議 

出席者： 赤塚会長、薩本副会長、高村副会長、藤井副会長、

東、川端、倉持、重川、杉山、鈴木、高橋、當麻、平

林、増渕、松隈、安川、吉川各理事、綾部、今川各

監事、潮田オブザーバー 

【議案】 

第 1 号議案 

（1）入会申込（薩本副会長）   

正会員 25 名、学生会員 5 名を、満場一致で承認した。 

（2）規程改正 V-8-3 論文投稿規程（杉山理事・倉持理事）  

倫理指針の名称変更に伴い条文の表記を改正することと、

論文受理後 1 ヶ月以内に最終原稿が提出されない場合は掲

載を取り下げることを、満場一致で承認した。 

第 2 号議案  年次大会 

（1）2022 年度第 74 回大会（九州支部）の報告及び決算 （高

村副会長・松隈理事） 

大会報告及び決算報告が行われ、満場一致で承認した。 

（2）2023 年度代議員総会・第 75 回大会 

 以下の 1)～3)を、満場一致で承認した。 

 1）概要、プログラム （高村副会長・潮田第 75 回大会実行委

員長）  第 75 回大会は対面開催とし、対面開催が不可となっ

た場合は紙上開催に切り替える。臨時理事会、代議員懇談

会、代議員総会、全体部会長会も対面で実施する。期間は

2023 年 5 月 26 日（金）～5月 28 日（日）、会場は東京家政大

学（板橋校舎）、年内に大会テーマ、時間帯、演者等を実行委

員会で確定する。 

2）予算 (藤井副会長・潮田第 75 回大会実行委員長)  赤字

決算になるのを防ぐため、参加費について今後検討する。 

3）学会誌 巻頭掲載（大会関係）（高村副会長・東理事・潮田

第 75 回大会実行委員長）  学会誌 73-10、73-11、74-1 巻

頭掲載記事について検討した。 

第 3 号議案  2024 年度第 76回大会、および以降の総会･

大会開催（赤塚会長・高村副会長） 

2028 年度第 80 回大会までの大会開催担当支部一覧が示

され、各支部は開催に向けて準備していくことが確認された。 

第 4 号議案  家政学夏季セミナー（高村副会長） 

（1）2022 年度第 6 回家政学夏季セミナー（高橋理事） 

9 月 19 日～21 日の開催予定が、島根県内のコロナ感染状

況悪化により次年度に延期した経緯について説明された。 

（2）2023 年度第 6 回家政学夏季セミナー（高村副会長） 

開催予定期間は 2023 年 9 月 3日（日）～5 日（火）、2022

年度内容を踏襲する計画であることを、満場一致で承認した。 

第 5 号議案  部会長の交代（高村副会長） 

生活経営学部会：天野晴子新部会長、住居学部会：薬袋奈

美子新部会長に交代との報告があり、満場一致で承認した。 

第 6 号議案  その他 

（1）特別委員会の設置 （赤塚会長）  

 「日本家政学会の SDGｓポジション・ステートメント」特別委

員会を設置したいとの提案があり、満場一致で承認した。 

（2）新企画の提案 （部会紹介等） （赤塚会長） 

各部会等の協力により、動画のWeb 配信を利用して本学会

の PRを行いたいとの提案があり、満場一致で承認した。 

（3）協賛依頼等 （薩本副会長）  

学会への協賛 4 件、後援 3 件を満場一致で承認した。 

（4）事務局長の契約と新事務局長候補者の承認 （赤塚会長） 

事務局長の 2023年 3 月までの契約延長と、新事務局長候

補者の採用について、満場一致で承認した。 

【報告】 

1．退会申出者及び会員現況報告（薩本副会長） 

 退会申出者 8 名と会費未納による特別措置退会候補者 47

名について報告された。 

2．支部関係 （各支部長） 

各支部より、活動実績および予定が報告された。 

3．財務委員会 （藤井副会長） 

前期交通費の請求依頼がされた。 

4．企画・広報委員会 （高村副会長） 

発行予定のリーフレット改訂版について報告された。 

5．情報管理委員会 （高橋理事） 

学会 HPのバナー変更（支部会のイベント情報の強調、「東

日本大震災生活研究プロジェクト」の削除等）が報告された。 

6．国際交流委員会 (吉川理事) 

第 21 回アジア家政学会（ARAHE）2023 年 8 月 7 日～11

日（ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ）と第 25 回国際家政学会（IFHE）2024 年 6 月

24 日～29 日（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ）の開催案内と、第 24 回国際家政学

会 2022年 9月 6 日～10 日（ｱﾄﾗﾝﾀ）の開催が報告された。  

7．編集委員会 （倉持理事、杉山理事） 

投稿論文の倫理審査にかかわる内規等の改正案（原稿に

倫理的配慮を記載、倫理審査申請時の倫理教育受講証明提

出、審査申請書のチェック項目変更等）について報告された。 

8．家庭生活アドバイザー資格認定委員会（藤井副会長） 

9 月 10～11 日資格認定研修会と 9 月 17 日資格認定試験

の実施と参加状況等について報告された。 

9．生活科学系コンソーシアム（藤井副会長） 

「Ｗｉｔｈ/Ｐｏｓｔコロナ社会と人の生活」の第 3 回シンポジウム

(12月 11 日)と生活科学系博士課程論文発表会（3 月）の実施

予定について報告された。 

10．生活やものづくりの学びネットワーク（川端理事） 

9 月 25 日開催予定の「公開フォーラム ものづくり教育再発

見」について報告された。 

11．その他 （1）公益信託家政学研究助成基金、（2）森永奉

仕会研究奨励金・森永奉仕会賞 （薩本副会長）  

各公募案内等について報告された。           以上  
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